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第450号
主 な 記 事

１面 被災会員アンケート結果報告①
民主主義が崩壊　秘密保護法は即刻廃止に

２面 保団連定期大会
東北ブロック会議開催

３面 保団連定期大会
寄稿 消費税率引上げの予測

４面
県の医療費助成制度　償還払いで、その他の事例や患者さん
からの声（抜粋）、知っていますか？「ほじょ犬」、保険医
休業保障共済保険の弔慰給付金受取人について

　
昨
年
11
月
職
員
達
と
サ
イ
パ

ン
に
行
っ
て
き
た
。「
お
気
楽

な
慰
安
旅
行
」
と
思
わ
れ
る
だ

ろ
う
が
自
分
に
と
っ
て
は
大
き

な
意
味
が
あ
っ
た
。

　
戦
時
中
ま
だ
中
学
生
だ
っ
た

父
は
志
願
兵
と
し
て
そ
こ
に
い

た
。
体
調
を
崩
し
た
父
は
上
官

命
令
で
本
土
に
帰
還
さ
せ
ら

れ
、
そ
の
後
ま
も
な
く
サ
イ
パ

ン
は
米
軍
に
よ
り
陥
落
し
た
。

多
く
の
日
本
兵
や
現
地
在
住
の

日
本
人
が
戦
死
し
た
り
、
バ
ン

ザ
イ
ク
リ
フ
等
で
絶
命
し
た
。

も
し
、
父
が
本
土
帰
還
さ
せ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
ら
自
分
は
こ

の
世
に
存
在
し
て
い
な
い
。

　
サ
イ
パ
ン
に
は
多
く
の
「
戦

争
遺
跡
」
が
あ
る
。
日
本
軍
の

最
後
の
司
令
部
が
あ
っ
た
「
ラ

ス
ト
コ
マ
ン
ド
ポ
ス
ト
」
に
あ

る
戦
車
の
残
骸
、
観
光
潜
水
艦

か
ら
見
え
る
撃
沈
さ
れ
た
日
本

船
や
ゼ
ロ
戦
の
残
骸
な
ど
で
あ

る
。
そ
れ
ら
を
自
分
た
ち
の
目

で
見
て
命
や
平
和
の
大
切
さ
を

感
じ
取
っ
て
欲
し
か
っ
た
の
が

僕
の
真
意
で
あ
る
。
母
も
年
を

と
り
、
こ
の
先
遠
出
も
な
か
な

か
難
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
一
緒

に
連
れ
て
行
っ
た
。
母
は
父
の

遺
影
を
連
れ
て
行
っ
た
。

　

私
は
歴
史
家
で
は
な
い
が
、

日
本
人
に
反
米
感
情
が
ほ
と

ん
ど
な
い
の
に
比
べ
、
中
韓
の

人
々
に
こ
れ
ほ
ど
に
も
強
い
反

日
感
情
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
察

す
る
に
、
そ
れ
な
り
に
か
つ
て

日
本
人
に
蛮
行
が
あ
っ
た
の
は

否
め
な
い
。
戦
中
世
代
の
方
々

が
亡
く
な
り
や
が
て
は
戦
後
世

代
だ
け
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

真
の
歴
史
を
我
々
は
直
視
し
、

次
世
代
の
た
め
に
も
真
の
友
好

関
係
を
諸
外
国
と
築
い
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。（田

村
）

は  

り

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

多
く
は
経
済
的
に
厳
し
く
、

無
職
の
方
も
お
り
、
被
災
地

の
経
済
力
も
低
下
し
て
い
る

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
通
院
も
困
難
な
状
況

で
受
診
抑
制
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
免
除
継
続
は
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
被
災
地

の
生
の
声
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
国
や
県
へ
の

要
請
等
、
今
後
の
活
動
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

被災会員アンケート集計結果①（回答数 18 件）　
〈その他の結果につきましては次号に掲載致します〉

１．患者さんの様子や患者さんからの要望等について。
　・ 医療費免除が打ち切られた方は、痛い歯だけの治療を希望さ

れる事がある。
　・ 放射能汚染への対策。
　・ 患者さんは、心が元気になってきたように思います。
　・ 仮設にいる間は、一部負担金を免除して欲しいとの声が圧倒

的。
　・ 通院のための手段が無い人が多いです。バスも１日１本のみ

（無料）。
　・ 震災前と比べて、老化、体力の低下などが進行している様に

感じる。経済的余裕が感じられない。
　・ 仮設に住んでいる方が多く、通院が大変。診療所周囲の住民

が戻ってきていない。

２．被災された国保と後期高齢者医療の方の医療費窓口負担
免除について

 　◎　継続すべき理由
　・ 生活の中での経済的

負担が大きいため。
（震災後、二重ロー
ンや住宅建設など）

　・ 医師不足。
　・ 社保のみ負担ありは

不公平に感じる。
　・ まだ免除制度を使わ

れていない患者が多
い。

　・ 社保もぜひ免除継続
して欲しい。患者が
受診を控える現状が
多い。

　・ 仮設入居の高齢者が多い。
　・ 仕事が無いので収入がない。
　・ 街の復興プランがなかなか進まず、国の援助も十分とはいえ

ず、被災地の経済力も低下して、真の復興はまだまだである。
　◎　打ち切るべき理由
　・ それぞれの個人が自立して、医療にかかるようにあって欲し

い。免除だと自分のお金がかからないので、いろいろな医療
機関にかかり過ぎる。

３．復興や今後の地域医療における課題
　・ 二重ローンの解消。代替地などの整備の進行。（補助金の期

限の延長）
　・ 申請のスピード化。物資の提供（消耗品や使用している備品

（電動麻酔器など）を会員に情報提供してもらいたい）
　・ 住民の自宅再建。
　・ 予防の意識を高めること。医療費の削減にもつながる。
　・復興工事の迅速化。（皆さん疲れきっています）
　・ 建築材料の高騰や人件費の高騰による建築費の上昇により、

補助金は焼け石に水。自宅の再建が進まず、地価の高騰もあ
り、人口の流出が止まらない。

　・ 復興の遅れによる人口の減少。
　・ 地域の要望を温かい気持ちで、手厚く、スピード感をもって

支援していく国や行政の姿勢が大切。

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

　
　
皆
疲
れ
切
っ
て
い
る

被
災
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
①

通
院
が
困
難

　
当
会
で
は
東
日
本
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た
会
員
の
先
生

方
に
、
震
災
か
ら
３
年
が
経

過
し
た
現
在
の
様
子
を
伺
う

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
患
者
さ
ん
で
医

療
費
免
除
が
打
ち
切
ら
れ
た

方
は
、
痛
い
と
こ
ろ
だ
け
の

治
療
を
希
望
し
た
り
、
仮
設

に
住
ん
で
い
る
方
は
、
交
通

の
便
が
悪
化
し
た
た
め
通
院

手
段
が
な
い
人
が
多
い
こ
と

な
ど
の
問
題
が
多
々
あ
り
、

復
興
に
は
程
遠
い
状
況
が
伺

え
ま
し
た
。

　
復
興
や
今
後
の
地
域
医
療

の
課
題
と
し
て
、
資
材
や
人

件
費
の
高
騰
、
二
重
ロ
ー
ン

の
解
消
や
復
興
工
事
の
迅
速

化
、
復
興
の
遅
れ
に
よ
る
人

口
減
少
が
挙
げ
ら
れ
、
加
速

す
る
人
口
流
出
に
危
機
感
を

抱
い
て
い
る
先
生
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

被
災
地
の
経
済
力
も
低
下

　
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
の
免
除
に
つ
い
て
、
継
続

さ
せ
る
べ
き
は
15
名
、
打
ち

切
る
べ
き
と
回
答
し
た
先
生

は
２
名
で
し
た
。

　
免
除
期
間
に
多
く
の
医
療

機
関
を
受
診
す
る
患
者
さ
ん

医療費窓口負担免除について

打ち切るべき
11％

無回答
6％

継続させるべき
83％

　
２
月
８
日
、
岩
手
教
育
会

館
で
「
秘
密
保
護
法
」
廃

止
へ
！
岩
手
県
民
集
会
が

開
か
れ
、
小
雪
の
舞
う
中
、

５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
東
京
慈
恵
医
科
大
学
教
授
・

憲
法
学
専
門
の
小
沢
隆
一
氏

が
「
戦
争
が
で
き
る
国
に
さ

せ
な
い
た
め
に
、
今
、
私
た

ち
は
何
を
す
べ
き
か
」
と
題

し
て
講
演
。
小
沢
氏
は
秘
密

保
護
法
の
狙
い
は
ア
メ
リ
カ

民
主
主
義
が
崩
壊

秘
密
保
護
法
は
即
刻
廃
止
に

と
と
も
に
「
戦
争
で
き
る
国
」

に
な
る
た
め
の
情
報
統
制
で

あ
り
、
国
家
安
全
保
障
会
議

（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
や
集
団
的

自
衛
権
の
容
認
で
憲
法
９
条

を
突
破
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
、
安
倍
首
相
が
語
る
集

団
的
自
衛
権
の
解
釈
や
特
定

秘
密
保
護
法
は
理
屈
が
通
っ

て
お
ら
ず
、「
稀
代
の
悪
法
」

で
あ
り
、
一
日
も
早
く
廃
止

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
話
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
盛
岡

市
内
を
デ
モ
行
進
し
、
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

・ 

今
は
ま
だ
原
発
作
業
員
の

声
も
私
た
ち
に
届
く
の
で

そ
れ
が
妨
げ
ら
れ
る
よ
う

な
事
態
に
陥
ら
な
い
よ
う

さ
ら
に
伝
え
、
学
習
を
進

め
た
い
。

・ 

か
な
り
多
く
の
方
が
集

ま
っ
た
こ
と
に
、
こ
の
法

へ
の
怒
り
を
感
じ
た
。
で

も
ほ
と
ん
ど
の
人
（
国
民
）

は
関
心
が
な
い
よ
う
だ
。

一
体
ど
う
い
う
国
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
…
。

・ 

一
内
閣
の
勝
手
な
思
い
で

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
脅
か

さ
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
。

安
倍
氏
の
焦
り
、
空
回
り
、

よ
り
追
い
詰
め
な
け
れ

ば
！

・ 

民
主
主
義
の
崩
壊
を
食
い

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
以
上
政
府
に
勝
手
な

こ
と
を
さ
せ
て
は
だ
め
。

国
民
の
政
治
無
関
心
を
改

め
、
も
っ
と
勉
強
し
て
自

分
の
意
見
を
声
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

盛岡市内でアピール
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被
災
地
に
満
ち
る
嘆
息保

団
連
定
期
大
会

れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
箱

石
会
長
、
小
山
田
、
南
部
各

副
会
長
、
事
務
局
長
が
出
席

大
に
政
治
が
ど
う
立
ち
向
か

う
か
と
い
う
情
勢
な
の
だ
が
、

安
倍
首
相
は
、
消
費
税
増
税
、

生
活
保
護
や
年
金
の
削
減
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
、
特
定
秘

密
保
護
法
な
ど
、
ま
す
ま
す

格
差
を
拡
大
し
、
国
民
を
疲

弊
さ
せ
る
政
策
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
国
民
の
生
活
や
社

会
保
障
を
守
る
と
い
う
立
場

で
旺
盛
な
議
論
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
大
会
で
は
、
２
０
１
４
年

度
の
予
算
の
他
、
次
期
保
団

連
役
員
選
任
の
件
や
大
会
決

　
１
月
27
日
、
東
京
の
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に
て
第
46

回
保
団
連
定
期
大
会
が
行
わ

議
な
ど
全
て
の
議
案
が
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

︽
岩
手
協
会
か
ら
の
発
言
通
告

に
対
す
る
答
弁
︾

●
﹁
被
災
地
に
満
ち
る
嘆
息

～
東
日
本
大
震
災
被
災
者
ア

ン
ケ
ー
ト
︵
第
３
回
結
果
よ

り
︶﹂

　
南
部
副
会
長
口
頭
発
言
　

　
　
　
　︵
答
弁
：
住
江
会
長
︶

　
被
災
協
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
自
治
体
へ
の
要
請

を
行
っ
た
結
果
、
岩
手
で
は

こ
れ
ま
で
の
窓
口
負
担
免
除

が
１
年
伸
び
ま
し
た
。
12
月

13
日
に
行
わ
れ
た
被
災
３
県

に
よ
る
合
同
要
請
で
、
３
つ

の
要
請
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

１
つ
は
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
に
よ
る
３
０
０
万
円
を

５
０
０
万
円
に
増
額
す
る
こ

と
。２
、医
療
費
免
除
の
再
開
。

３
、
東
電
の
全
面
賠
償
を
求

め
る
。
の
３
点
で
す
。
運
動

「
待
合
室
か
ら
医
療
を
ま
も
る
」
活
動
を

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催

　

２
月
２
日
、
仙
台
の
ホ

テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
に
て
第

１
１
３
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
行
い
ま
し
た
。
当
会
か

ら
は
小
山
田
副
会
長
、
佐
藤

常
任
理
事
、
事
務
局
が
参
加

し
、
東
北
各
協
会
、
保
団
連

実
施
の
提
起
な
ど
も
さ
れ
ま

し
た
が
、
各
協
会
で
の
技
工

士
会
と
の
関
わ
り
や
、
技
工

士
会
の
組
織
率
な
ど
を
考
慮

し
、
見
送
ら
れ
る
形
と
な
り

ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
も
、
医
学
部
新

設
に
関
す
る
意
見
交
換
や
、

宮
城
に
よ
る
個
別
指
導
の
選

定
の
情
報
開
示
請
求
に
お
け

る
不
服
審
査
請
求
の
顛
末
、

各
協
会
の
活
動
交
流
内
で
、

宮
城
協
会
か
ら
、
各
協
会
に

お
け
る
公
害
対
策
部
の
設
置

と
連
携
の
呼
び
か
け
、
青
森

協
会
か
ら
、
さ
よ
う
な
ら
原

発
・
核
燃
３
・
11
青
森
集
会

へ
の
募
金
の
呼
び
か
け
が
あ

り
ま
し
た
。

  

発 

言 

通 

告　

被
災
地
に
満
ち
る
嘆
息

～
東
日
本
大
震
災
被
災
者

ア
ン
ケ
ー
ト
︵
第
３
回
︶

結
果
よ
り
～

南
部
　
淑
文

　

当
会
で
昨
年
８
～
９
月

に
行
っ
た
３
回
目
と
な
る

通
院
中
の
被
災
者
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
２
４
０
０
通
の
回
答
と

７
４
１
件
も
の
生
の
声
が
寄

せ
ら
れ
、
医
療
費
負
担
免
除

が
、
被
災
者
の
生
活
再
建
の

た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
、
改
め
て
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
基
に
沿

岸
市
町
村
議
会
に
提
出
し
た

「
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負
担

免
除
の
継
続
を
求
め
る
請
願
」

は
、
全
て
の
議
会
（
陸
前
高

田
市
議
会
、
大
船
渡
市
議
会
、

大
槌
町
議
会
、
山
田
町
議
会
、

宮
古
市
議
会
、
岩
泉
町
議
会
、

田
野
畑
村
議
会
、
野
田
村
議

会
、
釜
石
市
議
会
）
及
び
県

議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

県
は
国
保
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
医
療
費
一
部
負
担

金
の
免
除
に
か
か
る
財
政
支

援
を
本
年
１
月
か
ら
12
月
末

ま
で
１
年
間
継
続
す
る
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
も
う
す
ぐ
３
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
岩
手
県
の
仮
設
入

居
率
は
87
・
８
％
と
依
然
と

し
て
高
い
状
況
で
あ
り
、
復

興
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
被
災
地
の
実
態
に
つ

い
て
岩
手
日
報
社
が
昨
年
11

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
行
っ

た
調
査
で
は
、「
復
興
は
ど
の

程
度
進
ん
だ
と
感
じ
る
か
」

の
問
い
に
、
沿
岸
住
民
の
回

答
は
「
20
～
30
％
」
が
33
・

８
％
と
最
多
で
、「
10
～
20
％
」

（
31
・
６
％
）、「
30
～
40
％
」

（
10
・
５
％
）
と
続
き
ま
し

た
。
ま
た
、
県
の
調
査
で
も

昨
年
２
月
～
３
月
時
点
で
復

興
が
「
遅
れ
て
い
る
」「
や
や

遅
れ
て
い
る
」
が
合
わ
せ
て

72
・
２
％
で
、「
進
ん
で
い
る
」

「
や
や
進
ん
で
い
る
」
の
合
計

10
・
４
％
を
大
き
く
上
回
り

ま
し
た
。
安
倍
首
相
は
就
任

時
、「
復
興
を
加
速
さ
せ
る
」

と
豪
語
し
ま
し
た
が
、
今
回

の
調
査
で
安
倍
政
権
下
に
お

い
て
も
ほ
と
ん
ど
復
興
を
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
実
態
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
者
の
健
康
に

つ
い
て
調
査
し
た
県
は
、「
地

域
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満

度
）、
血
圧
、
脂
質
異
常
、
肝

機
能
の
数
値
が
上
昇
し
て
い

る
」
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

そ
し
て
「
こ
の
要
因
は
、
食

べ
過
ぎ
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲

み
過
ぎ
、
喫
煙
、
過
度
な
ス

ト
レ
ス
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
も
、
食
生
活
・
運

動
習
慣
の
改
善
の
た
め
の
保

健
指
導
な
ど
の
支
援
を
継
続

し
て
い
く
」
と
し
て
お
り
、

被
災
者
の
健
康
悪
化
が
進

の
成
果
で
一
部
改
善
が
あ
っ

た
も
の
の
ま
だ
ま
だ
不
十
分

な
も
の
で
す
。

　
安
倍
首
相
は
「
復
興
を
加

速
さ
せ
る
」
と
発
言
し
ま
し

た
が
、
ご
発
言
の
と
お
り
全

く
復
興
は
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
復
興
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
10

月
以
降
更
新
が
な
い
と
い
う

状
況
で
す
。
引
き
続
き
、
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
﹁
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

に
も
っ
と
関
心
を
！
﹂

　
箱
石
会
長
文
書
発
言

　
　
　
　︵
答
弁
：
野
本
理
事
︶

　
米
国
で
は
、
遺
伝
子
組
み

換
え
の
飼
料
を
食
べ
た
家
畜

を
食
べ
た
妊
婦
や
胎
児
か
ら

有
害
物
質
が
出
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米

国
で
は
、
大
豆
の
93
％
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
86
％
が
遺
伝

子
組
み
換
え
食
品
で
あ
り
、

日
本
で
は
家
畜
の
飼
料
の
大

半
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
以

上
、
現
在
で
も
、
人
体
へ
の

影
響
も
非
常
に
懸
念
さ
れ
る

状
態
で
す
。
米
国
と
違
い
、

日
本
で
は
、
遺
伝
子
組
み
換

え
食
品
の
表
示
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
っ

て
表
示
が
な
く
な
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、

映
画
上
映
会
の
推
進
な
ど
の

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
あ
わ
せ
て
19
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
課
題

　
小
山
田
保
団
連
理
事
（
当

会
副
会
長
）
よ
り
、
医
療
情

勢
と
大
会
終
了
を
受
け
て
の

保
団
連
の
活
動
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
通
常
国
会
で
予
定

さ
れ
て
い
る
医
療
、
社
会
保

障
の
諸
改
悪
の
内
容
、
診
療

報
酬
を
巡
る
情
勢
や
内
容
な

ど
が
報
告
さ
れ
、
当
面
の
運

動
対
策
と
し
て
、
診
療
報
酬

引
き
上
げ
を
通
常
国
会
中
に

求
め
る
取
り
組
み
や
、
従
来

か
ら
保
団
連
が
提
唱
し
て
い

る
「
待
合
室
か
ら
医
療
を
ま

も
る
」
運
動
の
さ
ら
な
る
推

進
な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

被
曝
問
題
に
関
す
る
要
望

　
出
席
し
た
佐
藤
常
任
理
事

か
ら
は
、
被
曝
問
題
に
つ
い

て
保
団
連
で
の
進
捗
状
況
や

厚
労
省
に
調
査
を
さ
せ
る
運

動
の
提
起
、
保
団
連
Ｃ
Ｍ
作

成
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
保
団
連
で
は
、
各

専
門
部
の
情
報
等
を
統
一
し

て
取
り
組
む
べ
く
被
曝
問
題

連
絡
会
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
、

乳
歯
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
分

析
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ

と
、
次
回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に

お
い
て
、
被
曝
問
題
に
関
す

る
分
科
会
を
設
置
し
、
さ
ら

な
る
学
習
に
努
め
て
い
く
こ

と
が
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
福
島
協
会
か
ら
の
発
言

も
受
け
て
、
住
民
各
々
の
判

断
で
生
活
し
て
い
る
と
い
う

感
情
も
考
慮
し
た
方
針
を
考

え
て
い
き
た
い
と
も
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

技
工
士
問
題
や
医
学
部
新
設

に
対
し
て

　
協
議
で
は
、
技
工
士
問
題

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
も
活

発
に
行
わ
れ
、
各
地
で
の
取

り
組
み
や
技
工
士
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
等
の
紹
介
が
あ
り
、

東
北
で
の
共
同
ア
ン
ケ
ー
ト

（
３
面
に
続
く
）

箱石会長（左）と南部副会長（右）

東北ブロック会議のようす

保団連役員として参加した小山田副会長（左から２人目）

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
住
江

保
団
連
会
長
が

「
２
０
０
０
万
人
の
非

正
規
労
働
者
の
内
、

１
８
０
０
万
人
が

２
０
０
万
円
以
下
の

年
収
で
あ
り
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者

27
万
人
が
未
だ
避
難

生
活
を
続
け
て
い
る

と
い
う
、
ま
す
ま
す

の
格
差
と
貧
困
の
拡
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ん
で
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
社
会
保
険
の
方
に

お
い
て
は
２
０
１
２
年
２
月

に
国
の
免
除
が
打
ち
切
ら
れ
、

同
年
10
月
よ
り
負
担
が
発
生

し
ま
し
た
が
、
上
記
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
打
ち
切
り
後

に
「
こ
れ
ま
で
通
り
通
院
し

た
」
と
回
答
し
た
方
は
53
・

２
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
も
「
同

じ
被
災
者
な
の
だ
か
ら
、
社

保
も
免
除
し
て
欲
し
い
」
と

の
声
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

打
ち
切
り
に
つ
い
て
厚
労
省

は
「
収
入
が
あ
る
」
こ
と
を

理
由
に
し
て
い
ま
す
が
、
被

災
地
に
お
い
て
は
、
臨
時
雇

用
や
低
賃
金
の
仕
事
の
割
合

も
多
く
、
そ
の
上
、
被
災
し

た
住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
や
、

新
た
な
住
宅
建
設
へ
の
資
金

確
保
等
も
考
え
れ
ば
、
窓
口

負
担
の
支
払
い
は
重
い
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
窓
口
負
担
免
除
に
か
か
る

財
政
支
援
に
つ
い
て
、
国
は

８
割
分
の
補
助
に
止
め
て
お

り
残
り
２
割
は
県
と
市
町
村

で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
も
そ
れ
は
免
除
の
額
が
窓

口
負
担
全
体
の
額
の
３
％（
後

期
高
齢
者
医
療
は
１
％
）
を

超
え
る
市
町
村
に
限
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
以
下
の
市
町
村

に
お
い
て
は
国
の
補
助
が
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
保
険
制
度
は
国
の
制

度
で
あ
り
、
国
の
責
任
に
お

い
て
免
除
す
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
の
被
災
者

の
窓
口
負
担
免
除
も
早
急
に

復
活
さ
せ
る
べ
き
で
す
。
国

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
機

会
が
激
減
し
て
い
る
中
、
引

き
続
き
全
国
の
皆
様
の
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に

も
っ
と
関
心
を
！箱

石
　
勝
見

　
昨
年
も
一
昨
年
も
米
映
画

「
モ
ン
サ
ン
ト
の
不
自
然
な

食
べ
も
の
」
上
映
会
が
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
遺
伝

子
組
み
換
え
（
Ｇ
Ｍ
）
食
品

と
殺
虫
剤
を
武
器
に
、
食
の

安
全
、
環
境
、
農
業
従
事
者

を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
蹂
躙
し
て

い
く
、
ア
メ
リ
カ
の
大
企
業

モ
ン
サ
ン
ト
社
に
関
わ
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
。

　
し
か
し
、
新
聞
報
道
の
Ｇ

Ｍ
に
対
す
る
姿
勢
は
、
故
意

な
の
か
、
慎
重
な
の
か
、
能

天
気
だ
。
２
０
１
３
年
８
月

23
日
毎
日
新
聞
「
く
ら
し
ナ

ビ　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
で
、

Ｇ
Ｍ
作
物
を
、
殺
虫
剤
な
し

で
栽
培
で
き
る
、
干
ば
つ
に

も
強
い
、
と
の
み
紹
介
し
て

い
る
。
Ｇ
Ｍ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

に
は
、
特
定
の
害
虫
を
殺
す

細
菌
「
バ
チ
ル
ス
・
チ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
シ
ス
（
Ｂ
ｔ
）」
の

た
ん
ぱ
く
質
を
作
る
遺
伝
子

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、

Ｂ
ｔ
た
ん
ぱ
く
質
は
人
に
は

無
害
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い

る
。

　

同
じ
く
毎
日
新
聞

２
０
１
３
年
10
月
22
日
「
中

南
米
の
乱　
第
６
部
・
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
編
」
で
は
、
モ
ン

サ
ン
ト
社
の
除
草
剤
「
ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
」
の
深
刻
な
人

体
へ
の
影
響
を
報
じ
て
は
い

る
が
、
こ
れ
を
散
布
し
て
も

枯
れ
な
い
よ
う
に
遺
伝
子
組

み
換
え
さ
れ
た
大
豆
の
害
に

つ
い
て
は
、
実
証
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
と
で
も
言
う
の
か
、

言
及
を
避
け
て
い
る
。

　
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の

害
に
つ
い
て
は
、
諸
々
の
刊

行
物
に
譲
る
。
ア
メ
リ
カ
は

先
進
国
で
唯
一
、
表
示
義
務

が
な
く
、
そ
の
点
か
ら
す
る

と
巨
大
な
人
体
実
験
場
だ
と

言
う
人
も
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
現
在
、
世
界
で
は
35

カ
国
が
輸
入
を
規
制
ま
た
は

全
面
禁
止
措
置
中
で
あ
る
。

　
原
爆
症
、
水
俣
病
、
イ
タ

イ
イ
タ
イ
病
、
サ
リ
ド
マ
イ

ド
等
列
挙
す
る
ま
で
も
な
く
、

日
本
政
府
に
は
患
者
認
定
が

遅
れ
る
と
い
う
困
っ
た
体
質

が
あ
っ
た
。
根
拠
が
不
十
分
、

認
定
の
条
件
が
不
備
な
ど
と

い
う
議
論
に
翻
弄
さ
れ
、
言

わ
れ
な
き
被
害
者
に
追
い
打

ち
を
か
け
た
と
い
う
前
科
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
食
品
が
危

険
だ
と
認
定
さ
れ
る
時
は
、

事
態
が
か
な
り
進
行
し
て
か

ら
で
あ
ろ
う
。
保
団
連
と
し

て
も
、
わ
が
国
に
Ｇ
Ｍ
に
よ

る
犠
牲
者
が
で
る
前
に
、
何

ら
か
の
行
動
を
考
え
る
必
要

性
は
な
い
か
。

消費税率引上げの予測（後篇・歯科）

税理士　奥　津　年　弘
（東京あきば会計事務所）

歯科の場合
　前回の医科に続き、今回歯科を中心に触れていきます。今回の歯科医院は、自
費診療収入が 840 万円で、免税事業者という設定です。経費等の増額を推計して
みました（別表参照）。
　前提としては、自費収入は、増税率分だけ引き上げましたが、保険点数は変わ
らないとしました。この場合ですと、8％で現在の利益より 30 万円減少し、10％
で現在の利益より 48 万円減少します。
　ゆえに、保険収入が、年間収入で同額上がらなければペイしません。率にして 8％
時は、30/3700 ＝ 0.81%、10％時は、48/3700 ＝ 1.3％となります。

初診料・再診料が上がっても
　2 月 5 日の中医協では、消費税 8％への対応として、歯科は、初診料を 160 円、
再診料を 30 円それぞれ引き上げる案で決着し、13 日には、改定案を厚生労働大
臣に答申しました。この引上げ案はどのようなものでしょう。
　別表の歯科医院の規模ですと、例えば、1 日保険診療の患者さんが平均 20 名
ほどだと思います。内訳として初診 3 名、再診が 17 名いるとします。初診 3 名
160 円× 3 ＝ 480 円、再診 17 名 30 円× 17 ＝ 510 円、合計 990 円。1 か月
22 日稼働として 990 円× 22 ＝ 21,780 円、1 年で 261,360 円の収入増にしか
なりません。別表の 8％時の利益減少額が 30 万円ですから、とても消費税分をカ
バーしているものといえません。
　今回の診療報酬改定は、全体で 0.1％のプラス改定とうたっていますが、消費税
増税分 1.36%を除くと、実質 1.26%のマイナス改定となっているからです。

自費の転嫁の難しさ
　今回の別表のケースでは、消費税の課税事業者でないという前提ですが、自費
収入が税込で 1,000 万円を超えれば課税事業者となり、税抜 1,000 万円の収入で、
簡易課税方式で 5％時 25 万円、8％時 40 万円の納税です。現在課税事業者ですと、
15 万円の納税額の増加となります。
　今後、消費税率が引き上げられた場合、自費にすんなりと転嫁できるでしょう
か。消費税法は、消費税増税分を必ず「転嫁」することまで法律で定めているわ
けではありません。最終的な患者さんに提示する価額に消費税が「含まれている
ものと見なす」制度です。歯科医院間の価額競争では転嫁できず税込収入は増えず、
納税額の負担だけが膨らむ恐れがあります。

膨らむ経費
　レセコン又はユニットなどを更新する場合、たとえば税抜 200 万円に対し税率

寄稿
収　　　入 5% 8% 10%

保険収入（非課税収入） 3,700 
変 わ ら
な い と
仮定

変 わ ら
な い と
仮定

自費収入（課税収入） 840 864 880 

Ａ　収入合計 4,540 4,564 4,580 

原価と費用

材料費（課税） 原価率約 7.5％ + 消費税 354 365 371 

保険技工料 原価率約 7％ + 消費税 272 280 285 

自費技工料 原価 20％ + 消費税 168 173 176 

人件費（課税対象外） 給与・賞与・社会保険料 800 800 800 

その他の経費
（課税対象）

交通費・水道光熱費・広告
宣伝費・テナント料・リー
ス料他

1,050 1,080 1,100 

その他の経費
（課税対象外）

歯科医師会費・損害保険料・
固定資産税・減価償却費・
支払利息

200 200 200 

Ｂ原価と費用合計 2,844 2,898 2,932 

Ａ－Ｂ　利益 1,696 1,666 1,648 
Ｃ利益減少額

（5％時対比） 30 48 

Ｄ納税増額分 免税事業者 0 0 0

Ｃ＋Ｄ負担増の合計 30 48 

（単位：万円）

5％では 10 万円の消費税でしたが、8％では 16 万円、10％では 20 万円と引上
げによって、6 万円、10 万円の消費税負担が増大します。とても初診料・再診料
の引上げではおいつきません。さらに、前回もお話しましたが、人件費も昇給要
望が強まりますし、課税対象外経費（歯科医師会・学会などの諸会費・保険料など）
も消費税という物価上昇に伴い値上げとなります。
　収入の増加策や経費の効率的支出など一層の経営努力が必要とされます。

国民生活は厳しく
　今回、患者さんの自己負担額も増えます。通院も歯科医院のみではありません。
生活必需品も値上がりし、その他、復興特別所得税の増税、勤労者の厚生年金保
険料の引上げ、年金の支給額の減額も昨年より行われています。勤労者給与が 2
～ 3％以上あがらなければ可処分所得（手取り）はマイナスになるといわれていま
す。税率引き上げ後の国民生活は、厳しくなりますし、内需が伸びなければ、経
済状況も本当に好転しないと思います。8％から、もとにもどせとの引下げの声も
必要になるでしょう。

（
２
面
よ
り
続
く
）
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■　協会ホームページでも情報発信していますので、ぜひご覧下さい。http://www.i-hoken-i.org またはインターネットで「岩手県保険医協会」で検索してください。

　「
定
期
的
な
受
診
に
来
な
い
」
が
多
数

　
会
員
の
先
生
方
に
１
月
か

ら
２
月
に
か
け
て
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
「
県
の
医
療

費
助
成
制
度
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
結
果
、
償
還
払

い
の
た
め
定
期
的
な
管
理
が

必
要
な
の
に
あ
ま
り
受
診
に

来
な
い
が
４
９
０
件
（
医
科

15
件
、
歯
科
４
７
５
件
・
過

去
３
年
程
度
）
に
の
ぼ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に

歯
科
で
顕
著
で
あ
り
、
必
要

な
受
診
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

　
県
で
は
子
ど
も
や
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
に
対
し
て
医

療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
患
者
さ
ん
は
、
い
っ

た
ん
窓
口
で
一
部
負
担
金
を

支
払
い
、
上
限
を
超
え
た
分

が
後
で
払
い
戻
さ
れ
る
「
償

還
払
い
」
で
す
。
多
く
の
都

保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
の
弔
慰
給
付
金
受
取

人
に
つ
い
て

県医療費助成制度の現物給付を求める
市町村議会請願採択状況
（2014年2月26日現在）

・2012年12月議会（陳情）
　西和賀町議会、野田村議会
・2013年6月議会
　洋野町議会、矢巾町議会、陸前高田市議会、
　八幡平市議会、一関市議会
・2013年9月議会
　岩手町議会
・2013年12月議会
　平泉町議会、軽米町議会、一戸町議会、
　滝沢村議会
　以上、採択12議会　
・2014年３月議会に提出予定
　盛岡市議会、花巻市議会、北上市議会、
　遠野市議会、雫石町議会

　
現
在
、
保
険
医
休
業
保
障
共
済
会
で
は
保
険
医
休
業
保
障
共

済
保
険
の
包
括
移
転
に
伴
い
、
弔
慰
給
付
金
受
取
人
の
確
認

と
デ
ー
タ
管
理
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
加
入

時
に
指
定
さ
れ
た
受
取
人
が
既
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
い

る
、
ご
結
婚
さ
れ
た
が
受
取
人
を
配
偶
者
に
変
更
し
忘
れ
て
い

た
、
な
ど
の
お
申
し
出
が
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
在
の
受

取
人
を
お
調
べ
致
し
ま
す
の
で
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

◎この 3 年程度で「償還払い」で診療に支障
を来たした事例はございますか？（複数回
答可）

医科 歯科 合計
①　本来一度で済ませたかっ

た治療を数回に分けて行っ
た

　4 142 146

②　定期的な管理が必要なの
にあまり受診に来ない 15 475 490

③　薬（量や種類）を少なく
して欲しいと言われた 16 27 43

④　「痛いところだけ治して欲
しい」など治療箇所を指定
された

　5 233 238

⑤　未収金がある 32 7 39
計 72 884 956

道
府
県
で
は
窓
口
で
の
支

払
い
が
決
め
ら
れ
た
分
だ
け

の
「
現
物
給
付
」
を
採
用
し

て
お
り
、
他
県
か
ら
岩
手
に

引
っ
越
し
て
来
た
患
者
さ
ん

に
「
償
還
払
い
」
を
理
解
し

て
も
ら
う
の
に
苦
労
し
た
例

や
、
以
前
住
ん
で
い
た
と
こ

ろ
で
は
２
０
０
円
あ
れ
ば
病

院
に
行
け
た
の
に
、
今
は
手

持
ち
が
な
い
と
す
ぐ
病
院
に

か
か
れ
な
い
、
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
ど
う
に
か
や
り
く

り
し
て
お
り
、
お
金
が
戻
る

ま
で
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る

と
指
摘
さ
れ
た
例
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
は
、現
在
、

37
の
都
道
府
県
で
現
物
給
付

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
科
で
は
、
補
綴
物
装
着

な
ど
患
者
さ
ん
の
窓
口
負
担

が
高
額
に
な
り
、
後
日
支
払

を
す
る
と
い
う
事
で
治
療
を

受
け
、
そ
の
後
、
未
来
院
に

な
っ
て
し
ま
い
未
収
金
と
な

る
ケ
ー
ス
や
、
痛
い
と
こ
ろ

だ
け
治
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
多
く
、
で
き
る
だ
け

患
者
さ
ん
が
お
金
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

現
物
給
付
は
当
た
り
前

　
現
物
給
付
を
導
入
し
た
方

が
良
い
と
思
う
か
に
つ
い
て

は
、
思
う
が
多
数
を
占
め
、

理
由
と
し
て
「
他
県
で
は
現

物
給
付
が
当
た
り
前
の
よ
う

な
印
象
。
本
県
で
も
早
急
の

対
応
を
お
願
い
し
た
い
」「
窓

口
の
支
払
い
が
多
く
困
る
と

い
う
声
が
あ
る
」「
診
療
等

に
支
障
は
な
い
が
、
現
物
給

付
が
導
入
さ
れ
れ
ば
患
者
さ

ん
の
負
担
も
軽
く
な
る
の
で

良
い
と
思
う
」
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
方
、「
医
療
費
助
成
給

付
申
請
書
を
レ
セ
プ
ト
に

貼
っ
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
電
子
化
し
て
い
る

が
、
患
者
の
８
割
以
上
は
紙

で
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
事
務
労
力
も
か
か
り
何

の
た
め
の
電
子
化
か
意
味
が

な
い
」「
現
物
給
付
に
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
で
き
る

と
良
い
」
な
ど
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
先
生
方
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
協
会
は
現
物
給

付
の
導
入
を
求
め
る
市
町
村

議
会
請
願
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
ま
で
左
記
の
議
会

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
全
議

会
で
の
採
択
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
先
生
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◎県は現物給付を導入すべきだと思いますか？

医科 歯科 計 割合
思う 38 25 63 62.4％
思わない 6 5 11 10.9％
どちらでも良い 19 8 27 26.7％

計 63 38 101 100％

★その他の事例や患者さんからの声（抜粋）

・ 岩手県に引っ越して来て、子どもの医療
費が 3 カ月後にしか振り込まれない事を
知って驚かれている方もいらっしゃいま
した。他県では、現物給付は当たり前の
ような印象です。ぜひ、本県でも早急の
対応をお願いしたいと思います。

・ 他の都道府県からの転入者で、今まで現
物給付だった方が受診された時に、償還
払いの事を説明しても、なかなか理解し
てもらえず、何回も説明しやっと一部負
担金をお支払いただいたケースが１件あ
りました。

・ 医院での窓口やレセプト業務が煩雑であ
ること。

・ 毎月用紙の提出が面倒だ。用紙の書き方
がわからない。用紙の記入が大変なので
書いて欲しい。他の県ではお金を支払わ
ないと聞いたが、支払をしなくてはいけ
ないのか。今日支払った分はいつ戻って
くるのか。お金が振り込まれてから支払
をしてもいいか。など聞かれる。

・ 償還払いは、そのシステムの理解と使用
と負担が、本人・家族・医院に難しい。

・ 他県から転勤してきた方のお子さんの治
療後、窓口で受付が「前はお金はいらな
かったのに」と言われた。

・ 厳しい経済状態の中、どうにかやりくり
しているとの事。お金が戻るまで時間が
かかりすぎると指摘された。

「ほじょ犬
けん

」

　「ほじょ犬（身体障害者補助犬）」は、目や耳や手足に障害
のある方の生活をお手伝いする「盲導犬」「聴導犬」「介助犬」
のことです。
　特別な訓練を受けていて、障害のある方のパートナーであ
り、ペットではありません。
　きちんと訓練され管理も行われているので、社会のマナー
も守れ清潔です。だからこそ人が立ち入ることのできる様々
な場所に同伴できます。

◆同伴を受け入れる義務がある場所
・ 国や地方公共団体などが管理する公共施設
・ 公共交通機関
・ 不特定多数の人が利用する民間施設（商業施設、飲食店、

病院、ホテルなど）

◆先生方へ
・ ほじょ犬はユーザーの指示に従い待機することができるの

で、特別な設備は必要ありません。
・ 他の患者さんから苦情がある場合は、「身体障害者補助犬法」

で受け入れ義務があること、ほじょ犬の行動や健康管理は
ユーザーが責任をもって行っていることを説明し、理解を
もとめてください。

・ ほじょ犬が通路をふさいだり、周りのにおいを嗅ぎ回った
り、何か困った行動をしている場合はユーザーにはっきり
伝えてください。

・ ほじょ犬を同伴していても、援助が
必要な場合があります。ユーザーが
困っている様子を見かけたら、まず
声をかけたり、筆談したりコミュニ
ケーションをとってください。

厚生労働省パンフより

県
の
医
療
費
助
成
制
度
　
償
還
払
い
で

︻
日
　
時
︼

　
　
２
０
１
４
年

　
　
　
　
１
月
14
日
㈫

　
　
19
：
30
～
21
：
10

︻
場
　
所
︼

　
　

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

会
議
室

︻
出
席
者
︼
役
員
、
事
務
局

併
せ
て
16
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

１
、
２
０
１
３
年
12
月
期

報
告
並
び
に
２
０
１
４

年
１
～
２
月
期
活
動
計

画
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た

　

２
、
予
備
費
の
執
行
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
た

　

３
、
「
原
発
ゼ
ロ
岩
手
学

識
者
の
会
」
作
成
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
会
員
に
配

布
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た

　

４
、
映
画
「
１
０
０
０
年

後
の
未
来
へ
︱
３
・
11

保
健
師
た
ち
の
証
言

︱
」
盛
岡
上
映
を
応
援

す
る
会
か
ら
の
協
力
依

頼
に
対
し
、
会
員
へ
の

チ
ラ
シ
の
配
布
と
、
鑑

賞
券
50
枚
を
購
入
し
、

希
望
す
る
会
員
に
配
布

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
理
事
会
だ
よ
り 

１
月

知っていますか？


